
議
会
だ
よ
り

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
....................2

Ｐ
8
名
の
議
員
が
町
政
を
問
う
........................3

Ｐ
決
算
認
定
・
監
査
委
員
よ
り
.....................1

1
Ｐ

子
ど
も
議
会
............................................1

2
Ｐ

議
会
報
告
会
・
現
地
調
査
・
編
集
後
記
......1

4
Ｐ

C
ontents

C
ontents

第157
号

左
の

二
次

元
コ

ー
ド

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

左
の

二
次

元
コ

ー
ド

を
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

な
ど

で
読

み
取

る
と

、
町

議
会

の
ホ

ー
ム

な
ど

で
読

み
取

る
と

、
町

議
会

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
し

ま
す

。
 

ペ
ー

ジ
に

リ
ン

ク
し

ま
す

。
 



■令和４年  第 3 回  定例会　（ 9 月 13 日～ 22 日）

議
案
等
番
号

件名 議員名（議席番号順）
議
事
結
果

【表の見方】
報 : 報告　承 : 承認　諮 : 諮問　議 : 議案　陳 : 陳情　発 : 発議　　　
◎ : 全会一致　◇ : 賛成　◆ : 反対　ー : 表決権なし

山
口
明
日
香

島
田
　
浩
樹

森
　
　
富
隆

川
畑
　
宏
一

池
田
　
正
一

喜
井
　
和
夫

児
玉
　
実
隆

東
　
　
弘
明

中
田
　
隆
洋

山
下
　
幸
秀

桂
　
　
弘
一

永
野
　
利
則

報 7 財政健全化判断比率について ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

報 8 資金不足比率について ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

承 13 専決処分の承認を求めることについて（令和４年度和泊町一般会計
補正予算　第２号） ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 承 認

議 33 和泊町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定
について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 34 令和４年度和泊町一般会計補正予算（第３号）の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 35 令和４年度和泊町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）の議決
について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 36 令和４年度和泊町介護保険特別会計補正予算（第１号）の議決に
ついて ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 37 令和４年度和泊町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）の議決
について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 38 令和４年度下水道事業特別会計補正予算 ( 第１号 ) の議決について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 39 令和４年度農業集落排水事業特別会計補正予算 ( 第１号 ) の議決に
ついて ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 原案可決

議 40 令和３年度和泊町一般会計歳入歳出決算認定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 41 令和３年度和泊町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 42 令和３年度和泊町奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 43 令和３年度和泊町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 44 令和３年度和泊町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 45 令和３年度和泊町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 46 令和３年度和泊町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 認 定

議 47 令和３年度和泊町水道事業会計剰余金の処分の議決及び決算認定
について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可決及び

認 定

議 48 和泊町教育委員会委員の任命について 無記名投票　賛成４　反対７ ー 不 同 意

議 49 和泊町教育委員会委員の任命について 無記名投票　賛成 3　反対 8 ー 不 同 意

議 50 和泊町監査委員の選任について 無記名投票　賛成 11　反対 0 ー 同 意

議員派遣について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

各常任委員会の閉会中の継続調査申出書について ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ー 可 決

※永野利則議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。

こんなことが決まりました （2）令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



和
泊
町
有
線
テ
レ
ビ
施
設
に

つ
い
て

問
放
送
内
容
に
つ
い
て
は
、

行
政
情
報
・
自
主
放
送
に

加
え
気
象
チ
ャ
ン
ネ
ル
等
も
あ

り
、
防
災
・
減
災
に
も
貢
献
し
町

民
に
と
っ
て
絶
対
必
要
で
誇
れ
る

施
設
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
有
線
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
、情
報
化
時
代
を
先
取

り
し
、町
民
の
生
涯
学
習
の
場

や
各
種
産
業
振
興
を
図
る
と

と
も
に
、町
の
活
性
化
に
大
き

な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を

目
的
と
し
て
、平
成
５
年
度
か

ら
事
業
に
着
手
し
、平
成
８
年

度
に
県
内
に
お
い
て
初
め
て

自
治
体
主
体
の
有
線
テ
レ
ビ

局
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
は
地
上
デ
ジ
タ
ル

化
対
策
や
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
可
能
と
す
る
光

フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を
平

成
20
年
度
よ
り
実
施
し
、情
報

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

町
政
発
展
の
貢
献
度
に
つ

い
て
は
、自
主
放
送
番
組
に
よ

る
町
内
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発

信
、健
康
体
操
放
送
な
ど
に
よ

る
町
民
福
祉
の
向
上
、議
会
中

継
や
行
政
情
報
の
発
信
に
よ

る
町
政
理
解
促
進
の
一
助
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、開
局
当

初
は
沖
縄
放
送
な
ど
が
視
聴

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、い
ち
早

く
台
風
情
報
が
入
手
で
き
た

な
ど
、防
災
対
策
に
お
い
て
の

役
割
も
あ
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

町
民
の
宝
、
有
線
テ
レ
ビ
の
継
続
を
!!

令和 4 年 第 3 回
議会定例会

ココが聞きたい
一 般 質 問

一般質問とは？？

議員が町の行財政全般
につ い て、事 務・予 算
等の執行状況や、今後
の 考 え・方 針 を 聞き、
疑問点を質

ただ

すこと。

NEXT

森
もり

 富
とみ

隆
たか

 議員

◦森
もり

　富
とみ

隆
たか

議員

町民の宝、有線テレビの
　　継続を !!…………… P3

◦池
い け だ

田　正
しょういち

一議員

みんなの安心・元気・笑顔　
これが大事 !!…………… P4

◦中
な か だ

田　隆
たかひろ

洋議員

持続可能な成長戦略… … P5

◦山
やまぐち

口　明
あ す か

日香議員

安心して過ごせる
　　環境整備を !!……… P6

◦川
かわばた

畑　宏
こういち

一議員

実効性を追求した
　　施策展開を……… P7

◦児
こ だ ま

玉　実
さねたか

隆議員

奄振法を問う………… P8

◦桂
かつら

　弘
ひろかず

一議員

脱炭素計画は
　　持続可能か？…… P9

◦東
ひがし

　弘
ひろあき

明議員

品質管理の徹底……… P10

その他 ・船舶運航予定表　・ウマタベ　・えいごで話そう
・映像で振り返る　・長寿会体操など

▲ タウントピックス▲ 文字広告

有
線
テ
レ
ビ
放
送
内
容

（3） 一般質問 令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
８
月
22
日
か
ら
沖
永
良
部

島
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

警
戒
レ
ベ
ル
が
、
レ
ベ
ル
３
か
ら

レ
ベ
ル
４
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
一

部
内
容
が
改
訂
さ
れ
た
が
、
見

直
し
の
要
因
は
何
か
。

答
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
主
流
が
デ
ル
タ
株

か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
へ
置
き
換
わ

り
、
感
染
力
は
強
い
も
の
の
、
重

症
化
率
が
低
い
な
ど
ウ
イ
ル
ス
の

特
徴
が
変
異
し
て
き
た
こ
と
に

伴
い
、
国
の
方
針
と
し
て
、
で
き

る
だ
け
社
会
経
済
活
動
を
維
持

し
つ
つ
、
医
療
の
ひ
っ
迫
回
避
に

向
け
た
対
応
、
県
の
警
戒
基
準
・

行
動
制
限
に
係
る
考
え
方
な
ど

を
踏
ま
え
、
感
染
症
危
機
管
理

沖
永
良
部
現
地
対
策
協
議
会
で

の
協
議
を
経
て
改
訂
を
し
た
。

問
高
齢
者
や
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
町
民
へ
の
対
応
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
６
月
以
降
実
施
し

て
い
る
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も
、
国
の

動
向
を
見
守
り
な
が
ら
対
応
し

て
い
く
。

ま
た
、
医
療
的
な
処
置
が
必

要
と
な
る
方
は
入
院
療
養
と
な

る
が
、
提
供
体
制
に
限
り
が
あ

る
中
で
、
ベ
ッ
ド
の
空
き
が
な
い

場
合
や
高
度
な
医
療
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
は
、
島
外
の
医
療
機

関
へ
の
搬
送
と
な
る
。

問
今
後
の
町
内
行
事
等
の
開

催
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
学
校
や
こ
ど
も
園
、
各
事

業
者
ご
と
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

い
て
行
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
る
。

今
後
、
感
染
状
況
な
ど
を
見

極
め
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
十

分
検
討
し
、
開
催
の
可
否
を
決

定
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

る
。

野
良
猫
等
の
対
策
に
つ
い
て

問
家
猫
の
適
正
飼
養
の
周

知
、
野
良
猫
等
の
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
年
２
～
３
回
程
度
サ
ン
サ

ン
テ
レ
ビ
文
字
放
送
・
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
庁
舎
内
掲
示

等
を
通
じ
、
猫
の
適
正
飼
養
に
つ

い
て
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

野
良
猫
に
つ
い
て
は
、
野
外

で
の
無
秩
序
な
餌
や
り
に
は
徳

之
島
保
健
所
の
職
員
と
連
携
し
、

餌
や
り
を
し
て
い
る
人
に
対
し
て

猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て
説
明
、

指
導
を
し
て
い
る
。

野
良
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
は
、
特
に
飼
い
猫
の
不
妊
・
去

勢
に
努
め
る
こ
と
。

今
後
も
保
健
所
・
獣
医
師
等
と

連
携
し
つ
つ
啓
発
・
対
応
に
あ
た
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

生
活
害
虫
の
駆
除
に
つ
い
て

問
蜂
の
巣
駆
除
に
つ
い
て
、

対
応
策
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
町
で
は
、
個
人
の
所
有
地

に
あ
る
蜂
の
巣
の
駆
除
は

原
則
行
っ
て
い
な
い
。

自
ら
直
接
駆
除
を
す
る
場
合

は
、
駆
除
用
防
護
服
や
高
枝
切

り
ば
さ
み
・
遠
距
離
用
ホ
ー
ス
付

き
釣
り
竿
等
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
る
。

高
齢
者
や
障
害
者
手
帳
保
有

者
の
み
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
町

へ
駆
除
を
依
頼
す
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

み
ん
な
の
安
心
・
元
気
・
笑
顔
　
こ
れ
が
大
事
!!

池
い け だ

田 正
しょういち

一 議員

一般質問 （4）令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

問
物
価
高
騰
に
よ
り
、
農

林
水
産
業
の
経
営
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え

て
い
る
か
。

答
肥
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
、
配
合
飼
料
価
格
高
騰

対
策
事
業
、
燃
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
、
漁
船
漁
業
燃
油
高
騰

対
策
事
業
に
よ
り
、
高
騰
分
を

予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
交
付

金
を
交
付
し
、
農
林
水
産
業
に

関
わ
る
生
産
意
欲
の
向
上
と
生

産
基
盤
の
維
持
、
強
化
を
図
っ
て

い
く
。

公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て

問
下
水
道
事
業
と
町
有
線
テ

レ
ビ
の
運
営
に
つ
い
て
、

現
段
階
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
下
水
道
事
業
は
、
長
寿
命

化
計
画
等
に
基
づ
き
、
更

新
工
事
を
進
め
て
い
る
。
今
後

10
年
で
約
21
億
円
の
更
新
費
用

が
見
込
ま
れ
、
今
後
も
統
合
を

検
討
し
て
い
く
。
管
路
施
設
や

処
理
施
設
は
、
２
０
４
５
年
か
ら

大
規
模
な
改
修
、
改
築
等
が
必

要
に
な
る
。
引
き
続
き
、
既
存

施
設
や
設
備
の
延
命
化
を
図
り

な
が
ら
、
安
定
し
た
管
理
運
営

に
努
め
て
い
く
。

有
線
テ
レ
ビ
事
業
は
、
同
時

に
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で
の

高
速
通
信
が
可
能
と
な
り
、
視

聴
環
境
は
変
化
し
、
テ
レ
ビ
番

組
な
ど
を
見
た
い
と
き
は
、
い

つ
で
も
視
聴
で
き
る
環
境
が
整
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
・
環
境

の
変
化
を
鑑
み
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

運
営
に
つ
い
て
判
断
し
て
い
く
。

来
年
度
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

問
成
長
戦
略
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
令
和
５
年
度
の
成
長
戦
略

は
、

①
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
推
進
。

ス
マ
ー
ト
農
業
や
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
取
り
入
れ
、

脱
炭
素
に
資
す
る
環
境
に
配
慮

し
た
農
林
水
産
業
を
支
援
す
る
。

労
力
・
コ
ス
ト
削
減
や
高
付
加
価

値
農
業
に
よ
る
所
得
の
向
上
を

目
指
し
、
第
１
次
産
業
か
ら
波

及
す
る
、
運
送
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

等
の
経
済
効
果
も
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
。
更
に
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
を
創
出
し
、
産
業
の
振
興

と
雇
用
の
安
定
を
目
指
す
。

②
子
育
て
支
援
の
充
実
。
安
心

し
て
産
ん
で
育
て
ら
れ
る
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世

代
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
。

③
新
し
い
和
泊
町
づ
く
り
。
近

い
将
来
に
大
き
な
投
資
が
予
想

さ
れ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
更
新
事

業
等
に
備
え
、
引
き
続
き
財
政

健
全
化
に
努
め
、
町
民
の
方
々

が
希
望
さ
れ
る
施
設
の
建
設
に

取
り
組
め
る
よ
う
環
境
づ
く
り

を
す
る
。
今
後
、
地
方
債
残
高

が
70
億
円
を
下
回
り
、
歳
出
の

適
正
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
、
新
た
な
事
業

に
着
手
し
て
い
く
。
ま
た
、
町

民
ニ
ー
ズ
の
高
い
要
望
に
つ
い
て

は
、
重
点
新
規
事
業
と
し
て
取

り
組
む
。

持

続

可

能

な

成

長

戦

略

中
な か だ

田 隆
たかひろ

洋 議員
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生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

問
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会

後
、
各
小
中
学
校
に
生
理

用
品
を
設
置
す
る
件
は
ど
の
よ

う
な
検
討
が
な
さ
れ
た
か
。

答
学
校
側
で
は
、「
貧
困
で
生

理
用
品
が
準
備
で
き
ず
に

欠
席
す
る
生
徒
は
今
の
と
こ
ろ

い
な
い
。」、「
各
学
校
の
保
健
室

に
は
予
備
の
生
理
用
品
を
常
備

し
て
お
り
、
突
然
生
理
が
始
ま
っ

た
り
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
た

場
合
に
は
保
健
室
に
取
り
に
来

る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。」、「
保

管
場
所
と
し
て
ト
イ
レ
も
検
討

し
た
が
、
湿
気
等
で
使
え
な
く

な
る
た
め
常
備
し
て
い
な
い
。」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
。
現
在

の
と
こ
ろ
、
教
育
委
員
会
か
ら

生
理
用
品
を
配
付
す
る
と
い
う

支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
県
男

女
共
同
参
画
局
で
は
、「
生
理
の

貧
困
」
支
援
促
進
事
業
と
し
て
、

希
望
す
る
市
町
村
に
無
料
で
生

理
用
品
の
配
付
を
し
て
お
り
、

本
町
は
１
パ
ッ
ク
20
枚
程
度
の
も

の
を
62
パ
ッ
ク
、
計
１
２
４
０
枚

を
希
望
し
、
そ
の
う
ち
各
学
校
へ

２
パ
ッ
ク
40
枚
を
配
布
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て

問
給
食
費
の
支
払
方
法
の
改

善
は
で
き
な
い
か
。

答
令
和
３
年
５
月
か
ら
給
食

費
の
口
座
振
替
を
開
始
し

た
。
令
和
４
年
度
か
ら
は
、
学

校
で
の
給
食
費
の
徴
収
業
務
を

止
め
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
の
直
接
支
払
い
又
は
口

座
振
替
の
い
ず
れ
か
に
な
っ
て
い

る
。
令
和
４
年
９
月
現
在
、
口

座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関
は
、

あ
ま
み
農
協
の
み
だ
が
、
鹿
児

島
銀
行
・
奄
美
大
島
信
用
金
庫
・

奄
美
信
用
組
合
に
つ
い
て
は
手
続

き
の
関
係
上
、
３
学
期
か
ら
の

取
扱
い
を
予
定
し
て
い
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

問
町
広
報
誌
な
ど
の
全
戸
配

布
物
を
デ
ジ
タ
ル
配
信
に

選
択
で
き
る
方
法
を
検
討
で
き

な
い
か
。

答
「
広
報
誌
わ
ど
ま
り
」
に
つ

い
て
は
、
紙
配
付
以
外
に

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
及
び

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
マ
チ

イ
ロ
」
を
活
用
し
て
配
信
を
し
て

い
る
。
そ
れ
以
外
の
配
布
物
に
つ

い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
が
広
く
普
及
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等

に
よ
る
配
信
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
配
信
に
つ

い
て
町
民
の
理
解
度
が
高
ま
っ
た

段
階
で
、
現
在
紙
で
配
付
し
て

い
る
配
布
物
の
部
数
を
減
ら
し

て
い
き
、
紙
使
用
量
の
削
減
を

目
指
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
つ
い
て

問
自
宅
療
養
中
の
買
い
物
支

援
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

答
本
町
で
は
、
町
独
自
の
支

援
策
と
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
食
料
品
等

支
援
事
業
を
創
設
し
、
療
養
期

間
中
に
一
定
の
生
活
が
維
持
で

き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
こ
と

と
し
た
。
対
象
と
な
る
方
は
、

県
に
準
じ
て
い
る
が
、
生
活
に

困
窮
し
て
い
る
世
帯
等
に
限
定

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
３
日

間
程
度
の
食
料
品
等
を
支
援
し

て
い
く
。

安
心
し
て
過
ご
せ
る
環
境
整
備
を
!!

山
やまぐち

口明
あ す か

日香 議員
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防
災
に
つ
い
て

問
観
光
客
や
、
外
国
人
技
能

実
習
生
等
も
含
む
新
規
移

住
者
へ
の
防
災
情
報
の
共
有
や

支
援
の
状
況
は
。

答
災
害
時
に
迅
速
・
的
確
な

行
動
が
行
い
に
く
く
被
害

を
受
け
や
す
い
「
要
配
慮
者
」

で
あ
り
、
観
光
客
に
つ
い
て
は
宿

泊
事
業
者
へ
避
難
誘
導
を
依
頼

し
安
全
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
新
規
移
住
者
に
つ
い
て

は
転
入
時
に
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布

し
、
避
難
場
所
を
周
知
し
て
い

る
。
防
災
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
ベ
ト

ナ
ム
語
の
み
、
防
災
マ
ッ
プ
の
多

言
語
化
は
未
対
応
で
あ
り
今
後

作
成
に
努
め
る
。
ま
た
、
在
住

外
国
人
及
び
雇
用
主
や
地
域
住

民
へ
の
防
災
講
座
を
実
施
予
定
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

問
内
部
統
制
の
取
り
組
み
は
。

答
内
部
統
制
と
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
上

で
の
事
務
の
執
行
に
お
い
て
、
住

民
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
い
う

組
織
目
的
の
達
成
を
阻
害
す
る

要
因
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、
必

要
な
対
応
策
を
講
じ
、
事
務
の

適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め

の
制
度
。
本
町
に
お
い
て
も
法

令
遵
守
や
効
率
的
・
効
果
的
な

業
務
遂
行
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
監

査
で
も
様
々
な
不
備
を
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
全
庁
的
に
リ
ス
ク
と
い

う
考
え
方
を
認
識
し
、
内
部
統

制
制
度
の
基
本
的
な
知
識
や
方

法
を
学
び
、
事
務
の
適
正
な
執

行
と
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
る
。

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置

法
に
つ
い
て

問
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別

措
置
法
の
延
長
・
改
正
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
現
行
の
奄
振
法
の
期
限
は

令
和
６
年
３
月
末
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
に
国

で
の
詳
細
な
検
討
に
入
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
は
、
地
元
意
見
を
ま

と
め
た
「
奄
美
群
島
振
興
開
発

総
合
調
査
」
や
「
奄
美
群
島
成

長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
」
の

策
定
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
国
に
よ
る

法
改
正
手
続
き
の
根
拠
資
料
と

な
る
た
め
、
引
き
続
き
県
や
奄
美

群
島
広
域
事
務
組
合
と
連
携
し
、

各
施
策
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
、
沖

縄
と
の
連
携
強
化
等
、
補
助
対
象

の
拡
充
も
求
め
て
い
く
。

民
間
活
力
の
活
用
に
つ
い
て

問
官
民
連
携
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

答
「
広
報
誌
わ
ど
ま
り
」
９
月

号
で
は
、
町
営
住
宅
だ
け

に
頼
ら
ず
民
間
住
宅
を
活
用
し
て

住
宅
供
給
の
幅
を
広
げ
る
必
要
が

あ
り
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資
金

力
の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
町

民
の
良
好
な
住
環
境
を
確
保
す
る

政
策
を
示
し
た
。
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
上
で
生
じ
る
様
々
な

課
題
等
に
お
い
て
、
民
間
企
業
の

ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し

解
決
に
向
け
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
も
産
学
官
金
連
携

を
推
進
し
て
き
た
。
今
後
も
、
町

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
費
用
対
効

果
、
事
務
の
効
率
化
等
を
十
分

検
討
し
た
上
で
、
官
民
連
携
に
よ

り
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
の
実

施
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

バ
ス
利
用
促
進
に
つ
い
て

問
沖
永
良
部
バ
ス
利
用
促
進

の
取
り
組
み
は
。

答
令
和
４
年
度
は
国
の
事
業

を
活
用
し
「
沖
永
良
部
地

域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
に

取
り
組
む
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

裁
や
統
一
運
賃
の
導
入
等
に
つ
い

て
具
体
的
に
検
討
を
進
め
る
ほ

か
、
利
用
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
結
果
を
も

と
に
、
路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
く
。

実
効
性
を
追
求
し
た
施
策
展
開
を

川
かわばた

畑 宏
こういち

一 議員

（7） 一般質問 令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措

置
法
に
つ
い
て

問
現
行
奄
振
法
の
改
正
・
延

長
に
向
け
て
の
計
画
内
容

と
要
望
活
動
に
つ
い
て
。

答
奄
美
群
島
振
興
開
発
特

別
措
置
法
の
改
正
に
係
る

進
捗
に
つ
い
て
、令
和
５
年
度
に

は
国
で
の
詳
細
な
検
討
に
入
る

こ
と
に
先
立
ち
、今
年
度
は
県
・

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
と
連

携
し
、「
奄
美
群
島
振
興
開
発

総
合
調
査
」と
「
奄
美
群
島
成

長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
３
」の

策
定
を
進
め
て
い
る
。

右
記
の
策
定
業
務
に
あ
た

り
、例
年
、政
府
の
概
算
要
求

前
の
８
月
や
、
本
予
算
案
決

定
前
の
12
月
に
奄
美
群
島
12

市
町
村
の
首
長
が
国
会
議
員

の
方
々
や
関
係
省
庁
に
要
望

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問
奄
美
群
島
振
興
交
付
金
の

配
分
に
つ
い
て
。

答
奄
美
群
島
振
興
交
付
金

は
、「
成
長
戦
略
推
進
交

付
金
事
業
」及
び
、「
条
件
不
利

性
改
善
事
業
」の
２
つ
の
柱
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
と
し

て
は
、国
費
・
県
費
の
合
計
と
し

て
約
28
億
円
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、成
長
戦
略
推
進
交
付
金
事

業
が
約
11
億
円
、条
件
不
利
性

改
善
事
業
が
約
17
億
円
の
予

算
額
と
な
っ
て
い
る
。

成
長
戦
略
交
付
金
事
業
は
、

市
町
村
が
実
施
す
る
事
業
で

あ
り
、年
度
ご
と
に
予
算
規
模

が
異
な
る
。
今
年
度
本
町
が

実
施
す
る
事
業
は
、
農
業
創

出
緊
急
支
援
事
業
、
北
山
文

化
圏
ロ
ー
ド
構
築
事
業
、サ
ン

ゴ
礁
保
全
対
策
事
業
等
で
、

国
費
・
県
費
の
補
助
額
は
約

４
千
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

条
件
不
利
性
改
善
事
業

の
う
ち
農
林
水
産
物
輸
送
コ

ス
ト
支
援
事
業
は
、
総
額
約

４
億
４
千
万
円
、
本
町
に
対

す
る
国
費
・
県
費
の
合
計
は
約

１
億
６
３
０
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
各
種
航
空
・
航

路
の
運
賃
軽
減
事
業
に
つ
い
て

は
、
約
12
億
５
千
万
円
の
国
費
・

県
費
に
加
え
12
市
町
村
か
ら
の

負
担
金
約
３
億
１
千
万
円
を
加

え
た
事
業
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

和
泊
町
は
約
２
１
７
０
万
円
の
負

担
金
と
な
っ
て
い
る
。

農
林
水
産
者
に
対
し
て
の
助
成

に
つ
い
て

問
昨
今
の
世
界
情
勢
の
影
響

に
よ
る
生
産
資
材
・
肥
料
・

飼
料
等
の
物
価
高
騰
に
対
し
て
、

ど
の
よ
う
な
助
成
等
の
対
策
を

考
え
て
い
る
か
。

答
さ
と
う
き
び
農
家
及
び
輸

送
野
菜
、
花
き
・
果
樹
農

家
に
つ
い
て
は
、
和
泊
町
肥
料
価

格
高
騰
対
策
事
業
に
よ
り
、
肥

料
価
格
の
高
騰
分
を
予
算
の
範

囲
内
に
お
い
て
交
付
金
を
交
付

す
る
。

畜
産
農
家
に
つ
い
て
は
、
和
泊

町
配
合
飼
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
に
よ
り
、
配
合
飼
料
価
格
の

高
騰
分
を
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
交
付
金
を
交
付
す
る
。

き
く
ら
げ
生
産
者
に
つ
い
て

は
、
和
泊
町
燃
料
価
格
高
騰
対

策
事
業
に
よ
り
、
燃
料
価
格
の

高
騰
分
を
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
交
付
金
を
交
付
す
る
。

漁
業
者
に
つ
い
て
は
、和
泊

町
漁
船
漁
業
燃
油
高
騰
対
策

事
業
に
よ
り
、燃
油
価
格
の
高

騰
分
を
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
交
付
金
を
交
付
す
る
。

交
付
額
に
つ
い
て
は
、さ
と

う
き
び
、花
き
・
果
樹
は
令
和

３
／
４
年
産
生
産
量
、輸
送
野

菜
は
令
和
４
年
産
生
産
量
、畜

産
は
令
和
４
年
２
月
の
飼
養

頭
数
調
査
時
の
頭
数
を
基
に

飼
料
の
必
要
給
与
量
を
算
出

し
て
交
付
額
を
決
定
す
る
。

奄
振
法
を
問
う児

こ だ ま

玉 実
さねたか

隆 議員

一般質問 （8）令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
に
つ
い
て

問
計
画
の
見
直
し
や
変
更
点

は
あ
る
の
か
。

答
現
在
の
と
こ
ろ
大
幅
な
見

直
し
や
変
更
は
な
い
。
当

初
か
ら
の
計
画
で
あ
る
、
マ
※

イ
ク

ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築
、
公
共
施
設

の
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
化
、
自
動
車

の
Ｅ
Ｖ
化
等
の
推
進
、
生
ご
み
の

資
源
化
の
４
項
目
を
軸
に
、
脱

炭
素
先
行
地
域
計
画
の
取
り
組

み
を
進
め
る
。

問
隣
町
と
の
協
議
・
推
進
体

制
づ
く
り
は
、
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

答
知
名
町
と
の
協
議
・
推
進

体
制
で
あ
る
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
お
き
の
え
ら
ぶ
推
進
会
議
に
つ

い
て
、
現
時
点
で
設
置
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

９
月
下
旬
に
第
１
回
協
議
会

を
開
催
し
、
正
式
に
設
置
す
る

協
議
を
行
う
予
定
と
し
て
い
る
。

問
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
構
築

の
関
係
事
業
や
、
そ
の
他

の
事
業
の
実
施
時
の
課
題
と
し

て
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
か
。

答
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
の
構
築

に
関
す
る
課
題
と
し
て
は
、

導
入
費
用
が
高
く
、
維
持
費
や

収
益
も
未
確
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
採
算
が
取
れ
る
の
か
見
通

し
が
立
ち
に
く
い
こ
と
も
挙
げ
ら

れ
る
。
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す

る
技
術
的
な
課
題
解
決
を
図
り

つ
つ
、
セ
ル
配
置
を
含
め
十
分
な

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
設
備
の

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
耐
荷
重
の

観
点
か
ら
屋
根
に
設
置
で
き
な

い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
災
害

時
の
活
用
方
法
や
住
民
の
動
線

を
踏
ま
え
た
設
置
等
を
総
合
的

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
等
の
推
進

や
生
ご
み
の
資
源
化
に
関
し
て

も
、
地
域
の
課
題
や
特
性
、
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
で
な

け
れ
ば
住
民
へ
の
普
及
は
難
し
い

も
の
と
考
え
て
お
り
、
取
り
組
み

内
容
の
十
分
な
検
討
や
、
住
民

へ
の
意
識
醸
成
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

※マイクロ
グリッドとは？

脱
炭
素
計
画
は
持
続
可
能
か 

？

マイクログリッドの構築

　大規模発電所の電力供給に頼らず、コミュニティでエネルギー供給源
と消費施設を持ち地産地消を目指す。エネルギー供給源には、分散型
電源である太陽光発電・風力発電・バイオマス発電などが利用されます。
　ですが、分散型電源はエネルギー供給が間欠的であるため、エネル
ギー需要に適合させるのが難しいとも言われています。

桂
かつら

 弘
ひろかず

一 議員

（9） 一般質問 令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



農
業
振
興
に
つ
い
て

問
バ
レ
イ
シ
ョ
の
価
格
下
落

に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

答
原
因
と
し
て
、
昨
年
に
比

べ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
巣
ご

も
り
需
要
が
減
り
消
費
が
衰
退

し
た
こ
と
や
、
他
産
地
の
作
柄

が
良
く
出
荷
が
競
合
し
た
事
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

生
産
者
に
お
い
て
は
適
期
管

理
を
行
い
反
収
向
上
に
努
め
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
サ
ト
イ
モ
の
価
格
暴
落
対

策
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
の
か
。

答
価
格
が
維
持
で
き
な
か
っ

た
要
因
と
し
て
、
長
雨
に

よ
る
掘
り
取
り
遅
れ
や
水
晶
イ

モ
の
発
生
、
降
雨
後
の
無
理
な

掘
り
取
り
や
洗
い
芋
に
よ
る
カ

ビ
の
発
生
な
ど
品
質
不
良
に
よ

る
産
地
離
れ
が
考
え
ら
れ
る
。

次
年
度
対
策
と
し
て
、
適
期

植
付
け
と
適
期
収
穫
を
厳
守
す

る
こ
と
。
ま
た
、
気
温
が
上
昇

す
る
３
月
後
半
か
ら
疫
病
対
策

の
徹
底
を
周
知
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
肥
料
・
飼
料
の
高
騰
に
よ

る
軽
減
対
策
は
、
ど
の
よ

う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
さ
と
う
き
び
農
家
及
び
輸

送
野
菜
、
花
き
・
果
樹
農

家
に
つ
い
て
は
、
和
泊
町
肥
料
価

格
高
騰
対
策
事
業
の
実
施
に
よ

り
、
肥
料
価
格
差
額
分
を
予
算

の
範
囲
内
に
お
い
て
交
付
す
る
。

畜
産
農
家
に
つ
い
て
は
、
和
泊

町
配
合
飼
料
価
格
高
騰
対
策
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
配
合
飼
料

価
格
の
差
額
分
を
予
算
の
範
囲

内
に
お
い
て
交
付
す
る
。

交
付
額
に
つ
い
て
は
、
さ
と
う

き
び
は
令
和
３
／
４
年
産
生
産

量
、
輸
送
野
菜
は
令
和
４
年
度

産
生
産
量
、
花
き
・
果
樹
は
令
和

３
／
４
年
産
生
産
量
に
応
じ
た

施
肥
基
準
を
基
に
算
出
し
て
交

付
額
を
決
定
し
、
畜
産
は
令
和

４
年
２
月
の
飼
養
頭
数
調
査
時

の
頭
数
を
基
に
飼
料
の
必
要
給

与
量
を
算
出
し
て
交
付
額
を
決

定
す
る
。

問
菊
用
ロ
ボ
ッ
ト
選
別
機
の

導
入
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
生
産
者
及
び
出
荷
団
体
と

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
補

助
率
の
高
い
農
業
創
出
緊
急
支

援
事
業
を
活
用
す
る
う
え
で
制

度
の
活
用
方
法
等
、
県
並
び
に

関
係
機
関
と
引
続
き
協
議
を
行
っ

て
参
り
た
い
と
考
え
る
。

問
ユ
リ
球
根
の
生
産
量
が
激

減
し
て
い
る
が
、
対
策
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
。

答
永
良
部
百
合
フ
リ
ー
ジ
ア

生
産
出
荷
組
合
に
よ
る
と
、

島
内
で
の
最
盛
期
は
平
成
３
年

で
生
産
量
が
３
１
５
４
万
５
千
球

あ
っ
た
が
、
現
在
の
令
和
４
年
産

は
１
５
９
万
球
ま
で
落
ち
込
ん
で

い
る
。

今
後
も
取
引
商
社
組
合
と
の

価
格
協
議
に
お
い
て
、
取
引
価
格

の
上
昇
を
引
続
き
要
望
す
る
と
と

も
に
、
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
か

ら
購
入
し
て
い
る
優
良
球
根
を
生

産
者
へ
供
給
販
売
し
、
優
良
球
根

へ
の
更
新
を
図
っ
て
い
く
。

問
畑
か
ん
設
備
の
設
置
・
利

用
を
低
コ
ス
ト
化
す
る
方

法
は
な
い
の
か
。

答
畑
か
ん
設
備
の
設
置
は
、

県
営
事
業
の
実
施
期
間
中

で
あ
れ
ば
、
給
水
栓
設
置
に
係

る
受
益
者
の
工
事
費
負
担
は
必

要
な
い
。
ま
た
、
そ
の
先
の
末

端
散
水
器
具
の
設
置
に
つ
い
て

も
、
約
１
割
の
受
益
者
負
担
で

導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

品
質
管
理
の
徹
底東

ひがし

 弘
ひろあき

明 議員

一般質問（10）令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号



令和3年度各会計の決算額と採決の結果

区　　　分 歳入決算 歳出決算 差　　引 採決結果

一　般　会　計 75 億 6757 万円 74 億 4890 万円 11867 万円 全会一致で認定

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 11 億 0051 万円 10 億 6050 万円 4001 万円 全会一致で認定

奨学資金 1304 万円 746 万円 558 万円 全会一致で認定

下水道事業 2 億 8699 万円 2 億 4066 万円 4633 万円 全会一致で認定

農業集落排水事業 2 億 3004 万円 2 億 2964 万円 40 万円 全会一致で認定

介護保険 10 億 1522 万円 9 億 5564 万円 5958 万円 全会一致で認定

後期高齢者医療 9795 万円 9036 万円 759 万円 全会一致で認定

水道事業（収益的部分） 1 億 6934 万円 1 億 6818 万円 116 万円 全会一致で認定

合　　　計 104 億 8066 万円 102 億 0134 万円 2 億 7932 万円 すべて認定

※決算額は、１万未満を四捨五入で掲載しているため、差引・合計額等が一致しない場合があります。

池野識見監査委員より（一般・特別会計について）

　令和３年度は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感
染症の影響を大きく受け、不安定な環境での行財政運営で
ありました。社会の多様性はますます加速し感染症の動向
が刻一刻と変化する中で住民に求められるニーズに対応し

ていくことは、たいへん困難を極めるものであったと思います。
　このような状況下、執行部においては、各種事業の執行や補
正 予 算 編 成 等 で こ れ ま で 以 上 に 厳 正 な 検 討 を 重 ね 歳 出 削 減 や
業務の効率化に努められた結果、将来負担比率において大幅な
改善が見られました。特に新型コロナウイルス感染症対応地方
創生臨時交付金を効果的に活用できたことは、財政担当を中心
に各課の連携が図られたことがうかがえます。
　 行 政 が 如

い か

何 に 対 応 す べ き か 関 係 者 が 知 恵 を 出 し 合 い 最 善 を
尽くし、難局を乗り越えて欲しいと思います。

認
定

令和 4 年 11 月 25 日 発行／第 157 号（11）決算認定・監査委員より



　第 26 回和泊町子ども議会の議長という大役を引
き受けた時、自分にできるのかと不安でした。リハー
サルで初めて議長席に座ったとき、とても座り心地
が良く、子ども議員の皆さんの顔がしっかりと見渡
せて、不安は一気に楽しみに変わりました。
　今回の子ども議会では、和泊町をもっと住みよい
町にしようと、環境に関することや、学習に関する
助成制度のことなどを子ども議員の皆さんが熱心に
考えた意見が発表されました。それらについて、各
課の課長さんがわかりやすい言葉で、答弁してくだ

さいました。
　子ども議会を通して、普段の学校生活では経験す
ることのない貴重な体験ができ、今回学んだことを
今後の学校生活や地域で生かしていきたいと思いま
した。また、町の議会運営や和泊町のことを知る機
会になり、とても勉強になりました。
　最後に、この場を設けてくださり、御尽力くださっ
た関係者の皆様、本当にありがとうございました。

子ども議会を通して
和泊中学校３年　

東
ひがし

　大
だいすけ

介　議長

和泊中学校３年

高
た か ら

良 瑞
み ず き

樹 議員

観光産業　マリンスポーツ活性化プロジェクトについて
Ｑ．マリンスポーツ産業の人材を育成できないか。
Ａ．学校の授業や興味を持った方が自主学習として取り入れ、それにより将来的に海に詳し

い住民が増え、マリン産業が今以上に活発となることを期待したい。
Ｑ．レジャー施設やショップを更に充実できないか。
Ａ．人工的に作られたレジャー施設というよりは、自然や環境に配慮しながら楽しむという

方向で事業展開が進められているため、今後もこのような事業者の取り組みを支援して
いきたい。また、海のレジャーを楽しむ観光客や住民の利便性を向上させる取り組みと
して、海の家等の出店も可能になってくると考える。

Ｑ．沖永良部自然体験を堪能できるホテルパックを実現できないか。
Ａ．体験をオプションメニューとしてホテルパックに追加することは別々で予約する手間を

省くことが出来る点で良い案。お客様のニーズに合わせてホテルパックを充実させるた
めには、宿泊施設の選択肢を増やすことも必要となる。

和泊中学校３年

山
やました

下 華
は な び

美 議員

「だれでも利用できるトイレ」の設置について
Ａ．国内では、男女共用の「オールジェンダートイレ」が徐々に広がっており、SDGs の

理念でもある「誰一人取り残さない」ことに配慮した動きが相次いでいる。
本町においても、誰にとっても快適なトイレの増設を目指すことだけでなく、今あるト
イレを快適に使っていただけるような標記にしたり、トイレだけでなくジェンダーフ
リーというそのものの言葉について周知したりと、関心をもってもらえるような取り組
みをしていきたいと思う。

和泊中学校３年

前
ま え だ

田 愛
ま な か

歌 議員

サンサンテレビの充実について
Ｑ．小中高生の行事の開催と放送。
Ａ．町内各所で実施される取り組みがいつ、どこであるのかが分かれば、その様子をサンサ

ンテレビで取材し、放送することは難しくないと考える。
Ｑ．おきバス５（ファイブ）など、戦隊ものの放送。
Ａ．おきバス５やサンサンテレビの広告塔になって興味をもってもらうことで、それぞれの

組織のさらなる充実・意欲向上につながるものと思う。

和泊中学校３年

東
ひがし

　宏
ひ ろ き

樹 議員

検定試験の助成制度について
Ｑ．英語検定への助成額の増額。
Ａ．全体の受験率や合格率が上がり、その次の段階として何度も挑戦する生徒や更に上のレ

ベルを目指して努力する生徒が増えてくれば検討していきたい。
Ｑ．漢字検定、数学検定への助成制度の新設。
Ａ．財源には限りがあり、政策には費用対効果を考える必要があることから、今のところ英

検以外の助成制度の新設は考えていない。
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中学生の視点から町政を問う
7 月27 日、令和４年度子ども議会が開催され、東

ひがし

議長の進行で、９名の中学生議員から質
問・意見・要望等が出され、活発な議会となりました。

城ケ丘中学校３年

桂
かつら

 幸
さ ち か

花 議員

半崎の景観を生かすために
Ｑ．案内板を新しく作ることはできないか。
Ａ．令和５年度に国土交通省の補助金を使っての再整備を要望している。
Ｑ．途中の道をきれいにできないか。
Ａ．維持管理に多くの労力が必要なため、周辺地域の集落で受け入れてくれるところがあれ

ば、整備について検討したい。
Ｑ．半崎を整備できないか。
Ａ．土地所有者名義の多くが島外の方のため、建物などを建てることが容易ではない状況だ

が、観光案内板の整備等を講じることで観光客が集まるような地域にしたい。

城ケ丘中学校３年

榮
さかえ

 大
ひ ろ と

翔 議員

ワンジョビーチをよくするために
Ｑ．海の岩礁を減らすことはできないか。
Ａ．海の岩礁を削ることには様々な課題があり、生き物のすみかを奪う可能性もあるため、

より慎重に検討していく必要がある。
Ｑ．水上アスレチックを作れないか。
Ａ．全国の同様な施設を見ると、民間企業が運営し 1000 ～ 2000 円程度の利用料が必要

である。今後、事業者から申請があれば他の利用者との調整も行い検討したい。
Ｑ．ゴミ拾いを目的としたイベントを行えないか。
Ａ．現在、畦布字や集落以外の個人・任意団体による清掃活動も行われている。スポーツゴ

ミ拾いとして広く呼び掛けることで、大きな活動の輪が作られると考える。

城ケ丘中学校 2 年

荒
あ ら き

木 紗
さ

空
ら

 議員

自然が残る観光名所にするために
Ｑ．観光地や危険な場所に街灯を設置できないか。
Ａ．観光客が宿泊する集落においては設置されていると認識している。危険箇所へは町に要

望されたものは設置されている。その他要望も必要性を判断し検討したい。
Ｑ．街灯を 50 メートル間隔で縁石の上に置けないか。
Ａ．縁石など道路上に設置する場合は、警察など関係機関への確認が必要になるため、今後

も景観に配慮した街灯設置に努めていく。
Ｑ．面白みのある街灯にできないか。
Ａ．街灯自体に特色を持たせることは大変ユニークなアイデアなので、今後設置する際には

検討したい。

城ケ丘中学校 2 年

冝
ぎ き

喜 心
こころ

 議員

自転車の活用について
Ｑ．シェアサイクルを活用できないか。
Ａ．良い効果もあるが、課題も様々であると考える。工夫してコスト縮減や導入の実施につ

いて検討してみたい。
Ｑ．自転車を使ったイベントを開催できないか。
Ａ．多種多様なイベントを開催し、自転車を使ったまちづくりを加速させるため「チャリお

こし協力隊」を募集している。今後も広く周知し共にご協力いただきたい。
Ｑ．自転車を再利用できないか。
Ａ．イベントの一環として、リサイクル自転車フェアは十分な取り組みと考えるので今後検

討したい。

城ケ丘中学校 2 年

永
な が の

野 彩
あ や な

奈 議員

和泊町のゴミを減らすために
Ｑ．ごみミュージアムを作れないか。
Ａ．予算等を伴うためすぐには建設できないが、庁舎１階ロビー等を活用して町民への意識

の啓発を行っていけるように検討していきたい。
Ｑ．捨てたくなるユニークなゴミ箱の設置ができないか。
Ａ．公共施設はモラルの向上と SDGs の「使う責任」に繋がると考えるため、ぜひ学校周

辺に提案したゴミ箱を試験的に設置してみてはどうか。
Ｑ．物々交換はできないか。 
Ａ．学校や町のイベント等に併せて物々交換場を設け「必要な人にはあげる・譲る」の再生

利用を心掛け、環境問題解決の第一歩になるよう検討していきたい。
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事業経過を
しっかりチェック！！

✓□ ヘッドエンド設備更新工事

実施内容：越山にあるアンテナ（受信点）
で受信した鹿児島波・沖縄波のテレビ信
号や自主放送番組などをケーブルテレビ
用に変換して（ケーブル）に送り出す装
置の更新工事。（サンサンテレビ１階）

✓□ 地域包括支援センター建設工事
実施内容：どぅくさ館の新設。（地域包
括支援センター機能のほか、障がい者
の相談対応も行える一体的な施設）

✓□農業創出緊急支援事業：
　 沖永良部花き専門農協

実施内容：：切花生産にとって、
市場までの輸送日数が長くか

かることは品質が低
下するため、これを
解消する品質保持対
策として「真空冷却
装置」を整備。

✓□ 社会資本整備総合交
付金事業
実施内容：狭い道路の
通学路整備、和小前～
県営住宅への新規路線。

その他現地調査を行った施設・・・
南栄糖業株式会社・たい肥の汚水現場
し尿処理施設・笠石海浜公園

９月１６日、決算審査特別委員会の
現地調査にて、各委員会が選定した
事業箇所の現状確認をおこなった。｛ ｝

　 議会と行政の責務は町民の要望・希望・不満等を把握して「町
民の福祉の向上」に寄与することです。その責務を果たす為
には行政と議会が政策などの水準を高めるために、しっかり

と協議をしなければなりません。町民が輝き、活力と魅力あふれる和泊町づくりに協働していきま
すので御支援・ご協力をお願いします。
　コロナが一日も早く終結して、町民同士が楽しく交流できる日を待ちましょう！
	 文責　森　富隆

■発行／令和 4 年 11 月 25 日　鹿児島県和泊町議会
■編集／議会報編集委員会　〒 891-9192　鹿児島県大島郡和泊町大字和泊 10 番地
TEL 0997-92-2569 FAX 0997-92-3176　ホームページ http://www.town.wadomari.lg.jp/
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日
香

編 集 後 記

主
な
質
問
と
、
そ
の
後
の

検
討
結
果
も
含
め
た
回
答

問 

根
折
か
ら
小
学
校
に
行
く
ま
で

の
通
学
路
整
備（
歩
道
整
備
）を
行
っ

て
ほ
し
い
。
ま
た
側
溝
の
蓋
じ
め
も

し
て
ほ
し
い
。

答 

歩
道
整
備
に
関
し
て
は
、
整
備

の
始
点
か
ら
終
点
ま
で
の
用
地
承

認
が
必
要
で
承
認
が
取
れ
れ
ば
計

画
的
に
で
き
る
。
蓋
じ
め
は
現
在
あ

る
資
材
で
、
か
ぶ
せ
て
い
く
計
画
に

な
っ
て
い
る
。

問 

出
花
字
内
の
通
学
路
に
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
整
備
を
行
っ
て
ほ
し

い
。

答 

令
和
５
年
交
通
安
全
対
策
補
助

（
通
学
路
緊
急
対
策
）
の
予
算
要
望

を
行
っ
て
い
る
。

問 

議
会
の
一
般
質
問
を
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
流
せ
な
い
か
。

答 

議
会
活
動
の
周
知
・
広
報
に
つ

い
て
は
議
会
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

問 

体
育
館
が
な
く
な
り
長
い
年
月

が
経
つ
が
、
町
民
福
祉
に
必
要
な
施

設
な
の
で
計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
。

答 

子
供
達
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
視
察
に
も
行
き
必
要
な
施
設
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
ア
リ
ー
ナ
推
進

協
議
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
資
料
を

も
と
に
推
進
し
て
い
く
。

問 

野
良
猫
の
被
害
が
あ
る
の
で
対

策
を
し
て
ほ
し
い
。

答 

保
健
所
・
獣
医
師
等
と
連
携
し
、

啓
発
・
対
応
に
あ
た
っ
て
い
き
た
い
。

問 

学
校
施
設
プ
ー
ル
が
老
朽
化
で

使
え
な
く
な
っ
て
い
る
が
今
後
の

計
画
は
。

答 

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
運
営
協

議
会
委
員
等
の
意
見
を
聞
き
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
対
応
し
て
い
き

た
い
。

令和４年度 議会報告会

　6 月 29 日に内城字公民館、30 日に
やすらぎ館で議会報告会を開催し、延
べ 44 名の町民の皆様にお越し頂き、
地域課題や議会に関する御質問や御意
見など、多数頂きました。
　ご参加いただいた町民の皆様に心か
ら感謝いたします。
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